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新たなごみ処理が始まる



平成22年5月から整備を進めてきた「新環境事業センター」が完成し、平成25年10月1日から本格稼働します。



施設の概要は次ページへ






[image: 効率的なごみ処理を目指す]


　新環境事業センター（大神3230）は現在、10月1日からの本格稼働に向け、市内から出る燃せるごみの全量を受け入れて焼却などの試験稼働をしています。高効率発電なども行う新環境事業センターの全容を紹介します。

問：環境施設課　電話：0463-21-9763


ごみ処理広域化の中核施設



処理能力がアップ

　旧施設の西側に建設した新環境事業センター（次写真）は、地上6階、地下1階建てです。煙突の高さは、旧施設と同じ8メートルです。昭和63年から25年間使用された、旧施設に比べ21トン多い、1日当たり315トンの燃せるごみを処理できます。

　焼却炉は、旧施設と同じ流動床式を採用しました。この方式は、高温に熱した細かな砂を流動させ、その中にごみを投入して焼却します（次図「ごみ処理フロー図」参照）。これにより、短時間で効率の良い焼却ができます。

　また、四之宮にあるリサイクルプラザが平成16年に稼働し、容器包装プラスチック（プラクル）の資源化回収が始まったことによる、ごみ質の変化にも対応しています。
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6つのコンセプト

　新環境事業センターは、周辺環境への影響を最小限にするため、最新の環境対策技術などを採用しています。排ガスには法規制値よりも厳しい自主規制値を設定。高度排ガス処理システムを採用し、焼却時に発生する有害物質を分解・除去しています。

　新環境事業センターは、①安心・安全な処理体制の確保②低炭素社会実現への貢献③焼却灰などの有効利用・最終処分量の低減④環境教育への貢献⑤効率性の確保⑥周辺環境・周辺地域への配慮-という6つのコンセプトを掲げ、施設の効率的な運営・管理に努めます。




ごみ焼却熱で発電

　新環境事業センターの最大の特徴は、ごみ焼却熱を高効率で電気エネルギーに変える5900キロワットの蒸気タービン発電施設（次写真）を備えていることです。この発電規模は、一般家庭のおよそ1万世帯分の使用量に相当します。施設内の電力を賄い、余った電力は売却することで、経費の削減などにつなげます。

　また、LED照明や効率の良い機器の導入など、省エネルギー化を図っています。さらに、焼却熱による温水も隣接する東部福祉会館白寿荘と新たに建設する余熱利用施設で有効利用していきます。

[image: 蒸気タービン発電施設]




焼却灰をリサイクル

　ごみを燃やした後の焼却灰などは、外部の専門業者に委託し、石材代替製品などにリサイクルします。また、燃え残った鉄やアルミニウムなどの金属は、売却します。このように、焼却灰などをリサイクルし、埋め立てて処分する量を減らすことで最終処分場を長く使うことができます。新環境事業センター敷地内の一画で使われている舗装材（次写真）も、焼却灰をリサイクルしたものです。

[image: 焼却灰をリサイクルした舗装材]



焼却灰をリサイクルして舗装材にしたレンガ（点線内）






民間ノウハウを導入

　新環境事業センターは、民間事業者の経営能力と技術的能力を活用し、建設から運営までを一括して効率的に実施できる「DBO方式」（Design：設計、Build：施工、Operate：運営）と呼ばれる事業手法を採用しました。

　平成22年5月に、荏原環境プラントと工事請負契約を、ひらつかEサービスと平成25年10月～平成45年9月の20年間の運営契約を結びました。

　工事費用は113億9887万5600円、運営費用は焼却灰のリサイクルなどを含めて20年間で91億2293万6700円です。




広域化で役割分担


　家庭から出るごみなど、一般廃棄物の処理は法律で市町村固有の仕事とされています。しかし、ごみ処理費用の削減や、ごみ処理に伴う二酸化炭素排出量の削減に、市町村が個別で対応していくことは効率的ではありません。そこで平成9年に、国がごみ処理の広域化を指示。平成10年には、神奈川県が「ごみ処理広域化計画」をつくりました。

　このような背景から、平塚市・大磯町・二宮町は平成24年3月26日に、「一般廃棄物処理に係る事務事業の広域化に関する基本協定」を締結し、ごみ処理施設の集約化などを進めています。

　完成した新環境事業センターも、ごみ処理広域化施設の一つとして位置付けられています。新環境事業センターでは今後、燃せるごみの広域処理をしていきます。

　広域化に関する基本協定の詳細は、市ウェブなどでご覧いただけます。




広域化の狙い

！環境負荷の低減

！リサイクルの推進

！資源の有効利用

！処理経費の縮減




主なごみ処理広域化のスケジュール

平成22年度　大磯町で、平塚市のし尿処理を開始。

平成25年度　新環境事業センターが10月1日から、本格稼働。平塚市で、大磯町の燃せるごみ・燃せないごみ・資源再生物などの処理を開始。

平成27年度　平塚市で、二宮町の燃せないごみ・資源再生物などの処理を開始。同町で、剪定枝（せんていし）資源化施設が稼働。

平成28年度　平塚市で、二宮町の燃せるごみの処理を開始。



事前にチェック!　ごみを持ち込むには


　家庭から出た布団などの臨時ごみは、新環境事業センターに直接、持ち込めます。料金は10キログラム当たり100円です（現金払い）。

　持ち込める日時や物品に制限がありますので、事前にお問い合わせください。

　受付日時は月～土曜日、午前9時～正午・午後1時～4時（土曜日、祝日は午後3時まで）。

問：環境事業センター（ひらつかEサービス）電話：0463-55-6615
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ごみ減量キャラクタークルクル




◆持ち込みの手順は

　施設が新しくなったことに伴い、持ち込み方法が一部変更されます。事前に、持ち込みの手順を確認してから持ち込んでください。

① 計量棟（受け付けをして、ごみを捨てる前の車の重さを計量します）

　 旧施設では計量機が1カ所でしたが、2カ所に増えました。市収集車と一般車に分かれているので、ご注意ください。

② プラットホーム（ごみを捨てます）

　 プラットホームに、係員を配置しています。係員の指示に従い、ごみの荷下ろしをしてください。

③ 計量機（ごみを捨てた後の車の重さを計量します）

　 計量機で、空荷を計り、自動精算機で料金を精算します。

[image: 新環境事業センター敷地内図]
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① 計量棟



[image: プラットホーム内]

② プラットホーム内



[image: 計量機]

③ 計量機


情報の共有が重要


　平成27年度に、二宮町で稼働予定の広域化施設「剪定枝（せんていし）資源化施設」の事業者選定委員会で委員長を務める、文教大学国際学部の藤井美文教授に伺いました。

[image: 藤井美文教授]




――広域化によるメリット・デメリットは。

　メリットの一つとして、コスト削減が挙げられます。施設の集約化で、整備・運営にかかるコストを削減することができます。また、二酸化炭素の排出削減も期待できます。

　一方、デメリットは、集約した施設までの輸送コストです。既存の施設をどうつなげていくかが鍵となります。




――注意すべき点は。

　施設が集約化されたことで、行政と市民との間に距離感が生じてしまう危険性があります。何種類もの分別をして、それぞれのごみステーションに運んで……。市民にごみ処理への理解と協力を求めるのは大変なことです。大切なのは、市民と行政とのコミュニケーションです。




――これからのごみ処理で重要なことは。

　持続可能な社会を目標に掲げるのであれば、市民に分別という負担をどこまでお願いするかが問題です。大量生産・大量消費という仕組みを改め、生産者もリサイクルしやすい製品を作るなど、廃物が発生しにくい工夫をしなければなりません。市民の声や処理現場の情報を生産者にフィードバックする仕組みづくりが重要となります。




――新環境事業センターに期待されることは。

　効率面・コスト面・環境面で、広域化のメリットを十分に発揮してもらいたいです。同時に、ごみ処理費用に対する市民の意識が高まっていくことも望んでいます。どのように施設が運営されているか、市民が監視していけるような仕組みづくりが必要です。

　それが、ごみの減量やリサイクルにもつながります。市民・行政・企業が情報を共有していくことが重要です。






応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、9月24日（火）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


土屋霊園で119基を募集


　土屋霊園（土屋4300・次写真）の永代使用希望者を募集します。申込書の受け取りなどの手続きは、申込者本人または家族に限ります。

募集区分・数　初めての納骨104基（全て芝生墓地）、改葬15基（普通墓地8・芝生墓地7）。1区画約4平方メートルで、カロート（納骨室）があります。

使用料など　永代使用料52万円。管理料（年額）普通墓地5700円・芝生墓地6900円。

応募資格　次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住②遺骨（原則として1親等以内の方）がある③土屋霊園に墓地がない④市県民税などの滞納がない。

　希望者には10月13日（日）午前10時～午後3時に、現地で案内をします。また、11月19日（火）午前9時30分から、教育会館で公開抽選をします。

募：平日の午前9時～午後5時に、ⓐ10月7日（月）～9日（水）、本庁舎1階市民ホールまたはⓑ10日（木）～25日（金）、本庁舎4階のみどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852で配る申込書を、郵送で、7日（月）～11月1日（金）に同課へ。

[image: 土屋霊園]



目指せ！　ミス・ミスター新成人


　平成26年1月13日（祝）に総合体育館で開く成人式において、新成人ミス・ミスターコンテストをします。自薦・他薦は問いません。一生に一度の思い出をつくりませんか。

　10月下旬からのウェブ投票と、成人式当日の来場者投票で決定します。

募：必要事項・自己PR・ウェブ掲載用の顔写真を、郵送・メールで、10月18日（金）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年会館内の青少年課　電話：0463-32-7029　メール：seishonen@へ。



図書館の仕事を体験


　書庫の見学や書架の整理などを体験しませんか。

　①10月25日（金）・30日（水）、午前9時30分～正午。書庫内見学が中心②26日（土）・11月1日（金）、午後2時～4時30分。書架整理が中心③10月27日（日）午前10時～午後3時。書庫内見学と図書館クイズが中心。中央図書館。高校生を除く、市内在住の18歳以上の方、各6人（抽選・昨年度参加していない方を優先）。

募：必要事項・年齢・参加希望日（第2希望まで）を、はがきまたは直接、9月29日（日）までに〒254-0041浅間町12-41中央図書館　電話：0463-31-0415へ。申込用紙は各図書館にもあります。



防災標語


　皆さんが考えた防災標語を、防災意識を高める活動へ活用します。

　市内在住・在勤・在学の方。部門は①小学生の部②中学生の部③一般（高校生以上）の部です。

募：標語・部門・必要事項を、はがき・ファクスまたは直接、10月23日（水）までに消防庁舎2階の災害対策課　電話：0463-21-9734　FAX：21-9607へ。市ウェブからも応募できます。



森の収穫祭


　竹を使ったバームクーヘン作り（次写真）や、サツマイモ掘りをしませんか。

　10月19日（土）午前9時45分～午後2時。雨天の場合は20日（日）に延期。びわ青少年の家（土屋2710-1）。市内在住・在学の小・中学生とその保護者30人（抽選）。500円、小学生は200円。

募：9月29日（日）までに、びわ青少年の家　電話：0463-59-0871へ。

[image: 森の収穫祭]



再生家具の提供


　粗大ごみとして出された物の中から、再利用可能な家具を修理し提供します。修理費程度の負担があります。品名や負担額などの詳細は、市ウェブでも確認できます。50個程度（抽選）。1人1点。

募：10月1日（火）～9日（水）、午前9時～午後4時（9日は正午まで）に現物を確認の上、四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301にある申込書を直接、同プラザへ。



楽しい親子関係を築くセミナー


　コミュニケーションを円滑にする方法を学び、子育てしやすい環境をつくりませんか。

　10月12日（土）午後1時30分～4時。市民活動センター。80人（先着順）。

募：氏名・電話番号を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scn-net.ne.jpへ。



親子で遊ぼうフェスティバル


　運動遊びなどをします。

　10月19日（土）午前10時～11時30分。総合体育館。未就学児とその保護者、300組（先着順）。

募：保護者の必要事項・子どもの氏名・年齢を、はがき・ファクス・メールで、9月20日（金）から保育課　電話：0463-21-9842　FAX：21-9738　メール：hoikuka@へ。



就職に役立つパソコン講座


　市内または近隣市町村在住で、就労を希望している15歳～39歳の方15人（先着順）。

事前説明会　9月27日（金）午後1時～3時。県西部地域若者サポートステーション（小田原市城山1-6-32）。

講座　10月1日（火）～3日（木）、午前9時30分～午後5時。勤労会館。

募：9月20日（金）から、県西部地域若者サポートステーション　電話：0465-32-4115へ。



フェイスブック活用講座


　会員制交流サイトフェイスブックで、市民活動団体の取り組みをPRしませんか。

　10月13日（日）午後2時～4時30分。市民活動センター。80人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、市民活動センター　電話：0463-21-7517　FAX：22-3701　メール：hira-sc@mb.scnnet.ne.jpへ。




大型事業の進行状況

　市内で進めていた大型事業のうち、新環境事業センターが完成し、10月から本格稼働します（特集ページ参照）。市役所新庁舎や市民病院も完成に向けて、整備を進めています。

市役所の新庁舎建設工事

　平成26年5月の1期工事（8階建て）完成に向けて、工事を進めています。

　建設現場では、工区を西からA・B・Cの3つに分けています。各工区では基礎工事と地下部分の柱や壁などの躯体（くたい）工事が終わり、地上部分の躯体工事をしています。A工区は6階、B工区は2階部分まで、鉄骨が組み上がりました。C工区は1階床部分の工事が進められています。

問：庁舎管理課　電話：0463-21-9608

[image: 市役所の新庁舎建設工事]

奥から、工区A・B・Cに分けて進む建設工事



市民病院の整備事業

　9月から、新棟の建設工事に着手しています。新棟は2年後の完成を目指します。

　市民病院前のバスロータリーは9月24日（火）発着分から、達上ケ丘公園内の仮設バスロータリー（次写真）に変更します。

問：改築推進室　電話：0463-32-0015

[image: 市民病院の整備事業]




お知らせ


協働事業の公開プレゼンテーション


　平成26年度に実施する、協働事業を発表します。行政提案型協働事業4件と、市民提案型協働事業5件の合計9件です。

　10月5日（土）午後1時30分～4時30分。市民活動センター。

問：協働推進課　電話：0463-21-7534



合併処理浄化槽の維持管理費を補助します


　合併処理浄化槽を適正に維持管理している方に、法定検査などに掛かった費用の一部を補助します。

対象地域　市街化調整区域で、公共下水道や農業集落排水の整備が行われない地域。

必要書類　①補助金の交付申請書②設置の届け出に係る受理書の写しまたは建築確認済証の写し③法定維持管理（法定検査・保守点検・清掃）業者との契約書の写しなど。

　また年度末には、実績報告書・領収書・点検結果の記録などを提出してください。

補助金額　補助対象額の2分の1。補助対象額に消費税は含めません。それぞれ上限があります。ⓐ法定検査　実際に掛かった金額ⓑ保守点検　9人槽以下は1万7000円、10人槽以上は1万9000円ⓒ清掃　1立方メートル当たり7800円に浄化槽の容量を乗じた金額。

◆浄化槽は適正に管理を

　10月1日は浄化槽の日です。浄化槽を設置している方は、法定検査・保守点検・清掃が義務付けられています。

　また、公共下水道への接続などで、浄化槽を廃止した場合は届け出が必要です。

問：補助金の申請は下水道経営課　電話：0463-21-8785へ。浄化槽の廃止の届け出は平塚保健福祉事務所環境衛生課　電話：0463-32-0130へ。



秋の特設相談会


　各専門家に相談できます。お気軽にご相談ください。①～④は午後1時～4時⑤は午前10時～午後4時。なお③は9月24日（火）以降に、予約が必要です。

①行政書士　相続・成年後見・許認可申請など。10月1日（火）。本庁舎1階市民ホール。

②裁判所調停委員　遺産相続・金銭貸借・夫婦親子問題・近隣トラブルなど。2日（水）。市民活動センター。

③公証人　遺言・離婚・金銭貸借・借地借家・成年後見など。4日（金）。東附属庁舎1階市民相談室。

④行政相談委員・人権擁護委員　国への要望や意見・家庭や隣近所、職場などでの人権侵害の相談。15日（火）。東附属庁舎2階B会議室。

⑤社会保険労務士　年金・社会保険・労災など。8日（火）。本庁舎1階市民ホール。

問：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764



地域安全運動の推進大会


　10月11日（金）～20日（日）は安全・安心まちづくり旬間です。安心して暮らせる街を、みんなでつくりましょう。

　10月2日（水）午前9時～11時。松が丘小学校（東中原1-12-2）。県警音楽隊による演奏やカラーガード隊の演技など。

問：危機管理課　電話：0463-21-9863



南口エリアで3つのイベントを同日開催


　9月29日（日）午前10時から、平塚駅南口エリアで3つのイベントを同日開催します。

①市民活動センターまつり　市民活動団体の発表や展示など。午後3時30分まで。市民活動センター。

②村井弦斎まつり　児童茶道体験教室や弦斎料理教室、野点（のだて）（次写真）など。午後3時まで。村井弦斎公園（八重咲町22-5）。

③みんなの消費生活展　暮らしに役立つ情報を紹介します。午後3時30分まで。市民活動センター。

問：①市民活動センター　電話：0463-21-7517②社会教育課　電話：0463-35-8124③市民情報・相談課　電話：0463-20-5775

[image: 村井弦斎まつり]

[image: 動画を見る]



馬入水辺の楽校（がっこう）で秋祭り


　草笛教室やストーンペインティングなどをします。

　10月5日（土）午前9時～午後3時。当日午前6時ごろの天気予報で、降水確率が50パーセント以上の場合は中止。馬入水辺の楽校。

原っぱのエコアップ　午前9時30分～10時30分。外来植物の除草をします。

バッタ飛ばし大会　午前10時30分～正午。バッタを捕まえて飛距離を競います。30人（当日午前9時から先着順）。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852



住宅・土地統計調査で調査員が伺います


　暮らしと住まいに関する計画の基礎資料を得るために、調査します。

　国の基準で選ばれた住宅や世帯には9月下旬から、調査員が伺います。

問：行政総務課　電話：0463-21-9754



竹細工アイデアコンクール


　小学生が趣向を凝らして作った作品を展示します。

　9月26日（木）～10月1日（火）、午前10時～午後6時30分（10月1日は正午まで）。市民プラザ。

問：市民プラザ　電話：0463-23-6329



ひらつか花アグリ収穫祭


　ひらつか花アグリの3施設を巡る、クイズラリーなどを開催します。9月28日（土）～ 10月27日（日）。

①あさつゆ広場（寺田縄424-1　電話：0463-59-8304）　収穫祭　10月5日（土）・6日（日）。平塚産のお米「キヌヒカリ」で作ったジェラートの販売や、ポン菓子の配布など。

② 花菜（かな）ガーデン（寺田縄496-1　電話：0463-73-6170）　ローズフェスティバル　10月12日（土）～11月24日（日）。

③農の体験・交流館寺田縄457-5　電話：0463-58-5201）　大収穫祭　10月27日（日）。農作物のフリーマーケットやアイデア料理の試食など。

問：農水産課　電話：0463-35-8102



湘南百番寄席　三遊亭鳳楽（ほうらく）独演会


　11月16日（土）午後5時30分開演。平塚プレジール（八重咲町3-18）。前売り券2500円・当日券3000円。

　チケットは9月21日（土）午前10時から、市民センターなどで販売します。電話予約は同日午前10時から、まちづくり財団文化事業課へ。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237

[image: 湘南百番寄席　三遊亭鳳楽（ほうらく）独演会]



戦争犠牲者を追悼し、平和を祈念する集い


　10月17日（木）午前10時30分～11時30分。八幡山公園の平和慰霊塔前。雨天決行。

問：福祉総務課　電話：内線2217



オンラインゲームは、親子で取り決めを


　「クレジットカード会社から身に覚えのない、オンラインゲームの高額な利用料金の請求が届いた」という相談が増えています。

　子どもがオンラインゲームのアイテムを、親に無断で購入するトラブルが後を絶ちません。オンラインゲームには、アイテムを購入しないと楽しめないものが多くあります。

　オンラインゲームを利用するときのルールを日頃から、子どもと十分に話し合いましょう。

問：市民情報・相談課　電話：0463-20-5775



全国一斉！　法務局の休日相談所


　法務局の職員や人権擁護委員が、土地や建物の登記手続き、供託・人権の問題などについて、相談を受けます。

　10月6日（日）午前10時～午後4時。受け付けは午後3時まで。横浜地方法務局西湘二宮支局（二宮町二宮1240-1）。

問：横浜地方法務局西湘二宮支局　電話：0463-70-1102



いじめなどの相談時間を延長します


　9月30日（月）～10月4日（金）に、「子どもの人権110番」強化週間を実施します。いじめや体罰、不登校などの問題を解決に導くよう、相談を受け付けます。

　期間中の平日は、相談時間を延長して、午前8時30分～午後7時に受け付けます。

問：子どもの人権110番　電話：0120-007-110




[image: 市内のウシやブタが勢ぞろい　畜産共進会]


　乳牛・肉豚の品評会（次写真）のほか、バター作り体験、牛乳（先着500パック）・園芸用堆肥（先着300袋）・花苗（先着200鉢）の無料配布などをします。

　10月1日（火）午前10時～午後3時。雨天決行。総合公園多目的広場。

問：農水産課　電話：0463-35-8103

[image: 乳牛・肉豚の品評会]



健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


小学校入学前の健康診断


　平成26年4月に市内の小学校へ入学するお子さんを対象に、入学前の健康診断をします。該当するお子さんがいる世帯には9月下旬～10月上旬に、通知書を送ります。

　通知書が届かない場合や外国籍のお子さんで入学を希望する場合は、教育総務課にお問い合わせください。

問：教育総務課　電話：0463-35-8118



東海大生による親子で運動遊び


　東海大学の学生が、親子でスキンシップ・コミュニケーションがとれる運動遊びなどを紹介します。

　10月13日（日）午前10時～10時30分・11時～11時30分。西部福祉会館（公所868）。市内在住で、歩行ができる1～2歳の子どもとその保護者、各8組（先着順）。飲み物。

募：電話または直接、午前9時～午後4時に西部福祉会館　電話：0463-50-5525へ。



元気応援ポイントの説明会


　市内の介護保険施設などで活動するとポイントがもらえます。また、たまったポイントは換金できます。

　10月8日（火）午前10時～11時30分。福祉会館。65歳以上で介護保険の未納が無い方。

問：福祉会館　電話：0463-33-0007



セルフリンパマッサージ講座


　体内の老廃物などをきれいにし、体質改善しませんか。

　10月10日～31日の木曜日、全4回、午前10時～正午。東部福祉会館白寿荘（大神2885-3）。市内在住の60歳以上の方20人（抽選）。手拭いまたはバンダナ・飲み物。

　福祉会館から白寿荘までの直通送迎もあります。

募：必要事項・年齢を、電話または直接、9月24日（火）～30日（月）の午前9時～午後3時に、東部福祉会館白寿荘　電話：0463-55-7100へ。



家族介護教室


　10月16日（水）午後1時30分～3時30分。花水公民館（桃浜町34-34）。市内在住・在勤で、高齢者を介護している方ら15人（先着順）。

募：桜ケ丘ケアセンター　電話：0463-30-1212



親子で楽しく体力づくりをしませんか


　湘南ベルマーレの講師とボールを使って遊びます。

　10月26日（土）午前9時45分～10時45分・11時～正午。保健センター。4・5歳児とその保護者、各15組（抽選）。

募：参加者全員の必要事項・年齢・希望時間を、はがきで9月20日（金）～10月4日（金）に、〒254-0082東豊田448-3保健センター　電話：0463-55-2111へ。



手話講習会　上級コース


　10月10日～平成26年2月27日の木曜日、全20回、午後6時45分～8時45分。福祉会館・青少年会館。手話経験が2年程度あり、基礎コース修了と同等のレベルがある、市内在住・在勤・在学の18歳以上の方15人（選考）。筆記用具。

　10月3日（木）午後6時45分～8時45分に、面接をして受講者を決めます。

募：9月26日（木）までに、障がい福祉課　電話：0463-21-8774へ。



くすの木体操講習会


　専門の講師が指導します。

　10月4日（金）午後1時30分～3時。富士見公民館（中里11-21）。飲み物・ハンドタオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



転倒骨折予防教室


　「最近、体力が落ちた」「つまずきやすい」などと感じたら、筋力をアップして転倒による骨折を予防しませんか。

　市内在住の65歳以上で介護保険の認定を受けていない方。応募は年度内3回まで。各20人（先着順）。タオル・飲み物・運動着・室内用運動靴。

　①10月21日～12月16日の月曜日、全7回、午前10時～11時30分。崇善公民館（見附町30-2）②10月23日～12月4日の水曜日、全7回、午後2時～3時30分。四之宮ふれあいセンター（四之宮4-19-2）③10月28日～12月16日の月曜日、全7回、午後1時20分～2時50分。スポーツプラザ神奈中（宝町10-4）④10月30日～12月11日の水曜日、全7回、午前10時～11時30分。なでしこ公民館（撫子原12-54）。

募：①は9月24日（火）午前9時から、城西企業川崎支店　電話：044-431-3961②は同日午前10時から、湘南ベルマーレ平塚コンディショニングセンター　電話：0463-73-8182③は23日（祝）午前10時から、神奈中スイミング平塚　電話：0463-23-5261④は10月7日（月）午前8時から、わかば健康倶楽部　電話：0463-35-7002へ。



高齢者のいきいき料理教室


　午前10時～午後1時。各公民館。市内在住の65歳以上の方、各20人（先着順）。エプロン・三角巾・布巾。300円。

　①10月9日（水）。旭南（山下1096-1）②11日（金）。四之宮（四之宮3-20-26）③17日（木）。花水（桃浜町34-34）④21日（月）。金目（南金目966）⑤21日（月）。土屋（土屋1864-1）⑥29日（火）。吉沢（上吉沢395）⑦30日（水）。神田（田村3-12-5）⑧30日（水）。崇善（見附町30-2）。

募：①は旭南公民館　電話：0463-31-2255②は四之宮公民館　電話：0463-55-0655③は花水公民館　電話：0463-31-3824④は金目公民館　電話：0463-58-0101⑤は土屋公民館　電話：0463-58-0833⑥は吉沢公民館　電話：0463-58-0880⑦は神田公民館　電話：0463-55-0239⑧は崇善公民館　電話：0463-31-1920へ。



初めてつくる男の料理教室

　10月31日（木）・11月7日（木）、全2回、午前10時～午後1時30分。福祉会館。2日とも参加できる、市内在住・在勤の65歳以上の男性16人（先着順）。エプロン・三角巾・布巾。600円。

募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778

[image: 初めてつくる男の料理教室]



口腔（こうくう）がん検診


　歯茎や舌、口の中の粘膜に違和感や異常がある方は、ぜひ受診してください。

　10月27日（日）午後1時～4時。湘南歯科衛生士専門学校（八重咲町1-6）。50人（抽選）。

募：必要事項・年齢・口腔がん検診受診希望を、はがきで、9月30日（月）までに〒254-0082東豊田448-3平塚歯科医師会　電話：0463-26-8255へ。



健康な体は、お口から


　いつまでも食事をおいしく食べ、元気な生活を続ける秘けつを、歯科医が話します。

　10月10日（木）午後1時30分～3時30分。南附属庁舎2階E会議室。市内在住の65歳以上の方50人（先着順）。筆記用具・手鏡。

募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



統合失調症家族教室


　10月4日・18日、11月1日の金曜日、全3回、午後2時～4時。南附属庁舎2階E会議室。統合失調症と診断され治療中の方のご家族。

募：必要事項を、平塚保健福祉事務所保健予防課　電話：0463-32-0130へ。




[image: 健康ウオーキング　花菜ガーデンにバラを見に行こう]

　花菜ガーデン（寺田縄496-1）の散策中には、あさつゆ広場（寺田縄424-1）で地場産野菜などの買い物もできます。また昼食は、花菜ガーデン内のレストランなどで地元の食材を使ったメニューも楽しめます（弁当持参も可）。

　10月8日（火）午前9時30分～午後2時30分。受け付けは午前9時から。保健センター集合・解散。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は9日（水）に延期、9日も50パーセント以上の場合は中止。約7.2キロメートル。弁当・飲み物・タオル・帽子・雨具。お持ちの方は歩数計。400円、65歳以上の方は200円。

問：健康課　電話：0463-55-2111


[image: 花菜ガーデン]

花菜ガーデンでは多くのバラが楽しめます



[image: 子どもの健康10月]



　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳しくは、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111



◆母親父親教室

★妊娠中の過ごし方など　7日（月）午後1時30分～3時30分。妊婦とご家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方など　21日（月）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とご家族。祖父母教室も開催します。

★赤ちゃんのお風呂、妊婦体験　28日（月）午後1時30分～3時30分。妊娠8カ月以降の方とご家族。




◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関に直接、お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターで配っています。




◆歯科健康診査（予約制）

　9日（水）午後1時～2時30分。24日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。歯の健康診査やフッ素塗布の体験・相談など。




◆すくすく子育て教室（予約制）

　16日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。育児や赤ちゃんの病気、赤ちゃん体操など。ブックスタートも同時開催します。




◆育児相談

　2日・9日・16日の水曜日、午前9時30分～10時30分。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

　歯の手入れ方法を学べます。8日（火）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。




◆離乳食教室（予約制）

★5～6カ月児　30日（水）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　11日（金）午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　18日（金）午前10時30分～11時30分。




スポーツ


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


首都大学野球　秋季リーグ戦


　平塚球場。チケットは、当日券のみ同球場で販売します。大人1000円、中学生～大学生500円。

　9月28日（土）。午前10時から、日体大-筑波大。午後0時30分から、東海大-大東大。午後3時から、帝京大-城西大。

　29日（日）。午前10時から、城西大-帝京大。午後0時30分から、筑波大-日体大。午後3時から、大東大-東海大。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



ドッジビー教室


　柔らかいフライングディスクを使って遊ぶ、ドッジボール「ドッジビー」で一緒に遊びませんか。

　10月19日（土）・26日（土）、全2回、午前10時～正午。青少年会館。市内在住の小学校3～6年生20人（抽選・初めての方を優先）。運動着・室内用運動靴・タオル・飲み物。

募：教室名・必要事項・学年・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、10月9日（水）までに〒254-0041浅間町12-41青少年会館内の青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



女性バレーボール大会


　10月17日（木）午前9時30分開会式。ひらつかサン・ライフアリーナ。市内在住の、30歳以上または既婚の女性。チームでの応募は7～12人。個人での応募もできます。

募：〒254-0074大原1-1平塚球場内のスポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640　メール：sports@にある申込用紙を、郵送・ファクス・メールまたは直接、10月3日（木）までに同課へ。申込用紙は、市ウェブにもあります。



市民総合体育大会　トリムバレーボール大会


　11月17日（日）午前9時15分開会式。ひらつかサン・ライフアリーナ。各地区の体育振興会単位で構成された、高校生以上のチーム。

募：10月11日（金）までに、スポーツ課　電話：0463-31-3060へ。



横浜DeNAベイスターズ　イースタン・リーグ


　読売ジャイアンツ戦。9月24日（火）・25日（水）、午後6時試合開始。平塚球場。

　チケットは、当日券のみ試合開始2時間前から販売します。大人1000円、高校生500円、小・中学生300円。市内在住・在学の小学生は、ドリームパスポートを持参すると無
料になります。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



地区レクの開催日


　市民体育レクリエーション地区大会を、9・10月の日曜日を中心に、市内26会場で開催します。開催日などの詳細は、各地区の公民館だよりなどで確認してください。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111




お知らせ掲示板



講演会　画家と画商　ふたりの契約

　ゴッホと画商である弟テオとの関係を、2人の往復書簡を基に解説します。

　9月22日（日）午後2時～3時30分。東海大学湘南キャンパス（北金目4-1-1）。

問：東海大学教養学部芸術学科美術学課程の河野（かわの）　電話：0463-58-1211　内線3470




太極拳フェスティバル

　20団体による武術太極拳の交流表演です。特別表演も予定しています。

　9月29日（日）午前10時～午後4時。総合体育館。

問：平塚市太極拳協会の新藤　電話：0463-55-8540



利用方法



　掲載は、広く市民に開放されている発表会や展示会などで、事前応募の必要がないイベントに限ります。会員や受講者の募集は対象外です。

　受け付けは、掲載希望月の2カ月前の1日